













その他野菜 166.4 ｇ）であり、ここ数年は 250 ｇ
～ 300 ｇで推移している状況である 2）。また、『食
料需給表』によれば、2008 年度の野菜供給量は
年間 93.6kg、2009 年度は 91.7kgであり、１日あ


























  A survey was conducted on the consumption trend of vegetables on the basis of their volumes brought 
into Central Wholesale Market of Kanazawa City. The survey showed that the ratios of vegetables from 
regions out of Ishikawa Prefecture markedly increased.
  Incoming volumes of vegetables often used for Western cuisines, such as “carrot”, ”tomato”, ”onion”, 
”bell peppers”, and ”lettuce”, increased. In contrast, volumes of vegetables often used for Japanese 
cuisine, such as “cucumber”, ”eggplant”, ”Chinese cabbage”, ”Welsh onion”, and ”lotus root”, tended 
to decrease. The consumption trend of vegetables showed the westernization of food.
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Distribution and Consumption Trend of Vegetables













































至るまで、250 ～ 300 ｇを推移し、大きな変化は
みられない。これに対し果実では、1960 年代ま
では１日 100 ｇ未満であったが、急激に増加し、









1980 年代までは、110kg台、1990 年代は 100kg台、
2000 年以降は 100kg未満と徐々に減少している。
























ると 1 ／ 3 に、1990 年頃には 1 ／４に、2000 年











































































たが、1984 年には 3,130 ｔと２倍になった。その
後も増加を続けて、2004 年には 4,243 ｔと３倍に
なり、2009 年は 4,034 ｔとなっている。
「トマト」は、1967 年 1,888 ｔの入荷を示して
いる。その後、徐々に増加傾向を続け、2009 年
には約２倍の 3,320 ｔとなっている。
「ピーマン」は、1967 年 345 ｔの入荷であるが、
1989 年に約２倍を超えた 734 ｔとなり、「にんじ
ん」と同様に2004年には３倍近くの882ｔとなり、
2009 年は 816 ｔとなっている。
「レタス」は、1967 年の入荷量は 218 ｔであ
る。その後、急激に増加し、1989 年には 10 倍の
2,515ｔである。1999年には2,753ｔまで伸びたが、
2009 年は 1,988 ｔとなっている。
「かぼちゃ」は、1967 年は 967 ｔの入荷であっ
たが、1979 年には 639 ｔに減少した。しかし、





多入荷月の入荷量は５百ｔ前後で 1967 年～ 2009
年にかけて大きな変化はみられない。しかし、最
少入荷月の入荷量をみると、1967 年は 11 ｔで最
多入荷月の 2.0％となっている。この頃は、１～







いるが、１～３月と 10 ～ 12 月の半年間とそれ以
外の月の差は大きくない。1994 年になると最少
入荷月は 141 ｔとなり、2009 年のそれは 162 ｔ












入荷月の入荷量をみると、1967 年は 62 ｔ台であ
るが、1984 年 70 ｔ、1994 年になると 86ｔと徐々















































「きゅうり」は、1967 年では 3,276 ｔの入荷で
あったが、その後急激に増加し、1974 年には 4,649
ｔになった。しかし、それ以降減少傾向となり、
2009 年は 3,564 ｔとなった。
「なす」の入荷量をみると、1967 年は 2,805 ｔ
であったものが、徐々に減少し、2009 年では
2／ 3の 1,710 ｔとなった。
「はくさい」は、1967 年には 3,737 ｔ、1974 年
には 5,359 ｔの入荷量があった。その後 1990 年
代までは５千ｔ前後の入荷量で推移したが、2000
年に入り、減少傾向となり、2009 年は 3,694 ｔと
なった。
「ねぎ」は、1967 年には 1,479 ｔ、1974 年には
2,351 ｔの入荷量があった。しかし、その後、徐々
に減少傾向となり、2009年には、1,342ｔとなった。
「れんこん」は、1967 年には 912 ｔ、1974 年に
は 841 ｔの入荷量があった。1979 年には 867 ｔ
となったが、それ以降減少傾向となり、2004 年
には 1967 年の半分にまで減少した。2009 年は








「ほうれん草」は、1967 年には 1,670 ｔの入荷





1 ／ 3 の 686 ｔになった。
「小松菜」は、1967 年は 16 ｔ、1974 年１ｔと
極めて入荷は少なかった。この当時は「小松菜」
の兄弟種である「ふきたち」が使われており、こ
れの入荷量をみると、1967 年は 148 ｔ、1974 年
は 219 ｔとなっている。両者を併せると、1967



























～ 1／ 2の 140 ｔの入荷となっている。






少傾向となり、2009 年では 131 ｔの入荷となっ
ている。






















いも」の入荷量をみると、1967 年は 3,987 ｔ、
1974 年は 5,219 ｔと徐々に増加傾向を示し、1989
年には 9,335 ｔとなったが、これ以降は徐々に減
少傾向で、2009 年には 4,118 ｔとなった。
「さつまいも」は、1967 年の入荷量は 1,033 ｔ































荷データより、1967 年から 2009 年における消費
動向を検討した。
①青果物の動向と併せて検討したところ、近年や
や減少傾向であるが、果実ほどの減少はみられな
かった。
②入荷量の多い野菜上位 10 位の品目の推移をみ
たところ、「だいこん」は常に１～３位を占めて
いた。また、「はくさい」「きゅうり」「なす」は
近年、順位を下げる一方で、「たまねぎ」「にんじ
ん」「レタス」は順位を上げていた。
③入荷量の多い野菜のうち「だいこん」は、1970
年代に急激に増加したが、その後は減少傾向と
なっている。「たまねぎ」「キャベツ」については、
1990 年代以降増加傾向となった。
④入荷量が増加傾向にある野菜としては、洋風料
理の食材として利用の多い「ピーマン」「レタス」
図 15　きのこ類の入荷量の推移
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や周年の出回りにより利用機会の増えた「トマ
ト」「かぼちゃ」が上げられた。また、「にんじん」
については、健康への関心が高まる中、食品の栄
養的価値が理解されたこと、料理への彩りとして
手軽に使うことができることが、消費の増加に繋
がっているものと推察される。
⑤入荷量が減少傾向の野菜としては「きゅうり」
の他、和風料理の食材として利用の多い「なす」「は
くさい」「ねぎ」「れんこん」が上げられた。
⑥葉菜類の消費動向として「ほうれん草」と「小
松菜」の消費動向を検討したところ、従来は「ほ
うれん草」の比重が大きかったが、近年は「ほう
れん草」が減少する一方で「小松菜」の消費が増
えた。
⑦莢類の消費動向をみると、すじを取らなければ
ならない「さやえんどう」や「つる豆」は減少傾
向であるが、「いんげん」は入荷量が維持されて
いた。
⑦「じゃがいも」と「さつまいも」の入荷量をみ
たところ、全国的な動向とは異なり、「さつまいも」
に増加傾向がみられた。
⑧．きのこ類の消費動向
きのこ類の動向をみると、従来は「生しいたけ」
が過半数を占めていたが、次第に他のきのこが増
え、多様化していた。
以上、野菜の品目毎の消費動向を検討したとこ
ろ、近年の食生活の欧風化傾向の他、出回りの変
化も少なからず影響を及ぼしていることが推察さ
れた。今回は触れなかったが、品目毎の調理法な
どの検討も今後の課題であると考えている。
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